
平成 29 年度 第 1回微生物検査・感染症委員会 議事録 

 

 

日時： 平成 29年 4月 7 日（金） 13：30～15：00 

場所： 京王プラザホテル 本館 3F アートラウンジ DUET 

 

    参加者： 栁原 克紀、高橋 聡、豊川 真弘、渡 智久、佐々木 雅一、中村 竜也、 

         諸熊 由子、木村 由美子 

        オブザーバー：山舘 周恒（副理事長）、松尾 収二（理事）、石川 真弓（学会事務局） 

議事録：木村 由美子 

 

1.委員会発足について 

＜目的＞ 

これからの臨床検査の新たな自動化の領域は、検査情報の高効率化、高機能化、高有効利用化にあり、

医療情報の有効利用に向けた新たな臨床検査領域を開拓する必要がある。そのためには、これまで積極

的に取り組んでいなかった既存の検査領域の成果も取り込まなければならない。よって、微生物検査分

野に関しての委員会を設置し、様々な臨床検査領域に携わる会員に還元していくことを目的とする。 

 

＜メンバー＞ 

 医師、臨床検査技師、企業から構成し、20 名程度と考えている。（うち委員長 1 名、副委員長 2名） 

 医師 

栁原 克紀   長崎大学病院 検査部 

       長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 病態解析・診断学分野 

高橋 聡    札幌医科大学医学部医学科 感染制御・臨床検査医学講座 

   

  委員長を栁原先生、副委員長に高橋先生、委員長の任期は最大 2期（1期 2年）となる。 

  医師の委員会メンバー候補として大阪市立大学大学院 医学研究科 臨床感染制御学の掛屋 弘先生 

  にお願いする。 

 

 臨床検査技師 

渡 智久   旭川医科大学病院 臨床検査・輸血部 

豊川 真弘  福島県立医科大学 新医療系学部設置準備室 

佐々木 雅一 東邦大学医療センター大森病院 臨床検査部 

中村 竜也  神戸大学医学部附属病院 検査部 

諸熊 由子  九州大学病院 検査部 

木村 由美子 長崎大学病院 検査部 

 

  事務局は木村が担当。 

  各地区にてメンバー候補者を事務局にメールして推薦していただきメンバーを決定する。 

  会議終了後、栁原委員長より豊川先生に副委員長に就任いただきたい旨の打診、了承を得た。 

    

 企業（案） 

日本ベクトン・ディッキンソン株式会社 

シスメックス・ビオメリュー株式会社 



ベックマン・コールター 

ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 

日水製薬株式会社 

    栄研化学株式会社 

    関東化学株式会社 

    極東製薬工業株式会社 

    ブルカー・ダルトニクス 

    株式会社 島津製作所 

     

   以上の 10 社が企業候補としてあがった。 

   自動化学会事務局より各企業に委員会への参加の打診していただくこととする。 

    

 

2.活動案・活動方針について 

 ＜学会より＞ 

  ・ 康理事長（伝言） 

 「何かのテーマで自動化学会誌別冊を 2～3年後に作成することを念頭に置いておくのもいいと 

思います」との伝言をいただいている。 

  ・松尾理事 

   自動化学会の中で学術的な活動をしてほしい。 

   企業との連携もあり、企業のノウハウを知る機会となる。例えば、機器の比較検討など。 

   また、自動機器だけではなく、イムノクロマトなど様々な分野からの活動も行える。 

   そして、ガイドラインなど形にして行く事をお願いしたい。 

  ・山舘副理事長 

   現在、4つの委員会が学会にて実務的なセミナーを行っている。おいおい企画してほしい。 

   委員会のメンバーの掛け持ちは原則禁止。（ワーキングは別だが、委員会の承諾が必要） 

  ・学会事務局（石川）  

   基本的には、春季セミナー開催時に委員会の会議開催をお願いしている。 

   また、学会期間中（今年は 9月 22 日）に委員会報告があるので活動の報告をお願いしたい。 

   （委員長または代理が報告）  

 

  ＜活動案・方針＞   

  「自動化学会の中で微生物分野の検査を盛り上げる」を主旨とし、まずは、来年の学会にてシンポ 

   ジウムを企画、それに向けて今年の 9月の学会時に企業を含めた会議を開催し内容を検討する。 

 

 

3.その他 
   今年の 9月の学会（第 49 回大会）の演題募集が開始されたので登録をお願いしたい。 

 

 

 

 

以上 


